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平
成　

年　

月　

日
（
土
）
～　

日
（
日
）
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17
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群
馬
県
渋
川
市
に
お
い
て
、
標
記
の
記
念
式

典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

私
は
県
子
連
役
員
と
し
て
、
全
子
連
表
彰
対

象
者
と
し
て
参
加
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

教
職
時
代
に
習
得
し
た
「
不
都
合
を
愛
し
て

自
己
更
新
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
子
ど
も
た
ち
か

ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
指
導
者

と
し
て
の
功
績
が
認
め
ら
れ
て
の
表
彰
で
し
た
。

　

開
会
式
で
丸
山
全
子
連
会
長
は
参
加
者
六
百

人
を
前
に
こ
れ
か
ら
の
子
ど
も
会
の
テ
ー
マ
を

「
シ
ニ
ア
、
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
が
進
め
る

子
ど
も
の
手
に
よ
る
子
ど
も
会
」
と
、「
保
護

者
の
理
解
と
参
加
で
子
ど
も
会
活
動
の
活
性

化
」
そ
し
て
「
子
ど
も
た
ち
に
残
し
伝
え
た
い

自
然
と
郷
土
伝
統
芸
能
」
と
し
、
こ
れ
ま
で
の

子
ど
も
会
活
動
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、

子
ど
も
た
ち
が
元
気
な
声
を
取
り
戻
し
、
正
し

い
も
の
の
見
方
、
偏
り
の
な
い
社
会
的
態
度
や

習
慣
を
身
に
着
け
る
活
動
が
、
総
意
・
工
夫
を

重
ね
、
末
永
く
続
く
こ
と
を
誓
い
合
う
機
会
と

し
た
い
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　

設
立　

周
年
記
念
講
演
は
、
白
梅
大
学
学
長

50

の
汐
見
稔
幸
氏
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。「
町

に
子
ど
も
た
ち
の
声
が
聞
こ
え
な
く
な
る
と
、

や
が
て
そ
の
町
は
滅
び
る
」
と
い
う
古
代
ロ
ー

マ
人
の
言
葉
を
引
用
し
地
域
教
育
力
の
再
生
を

訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

 
全
子
連
設
立　

周
年

50

記
念
式
典
に
参
加
し
て 

第　

回
全
国
子
ど
も
会
育
成
中
央
会
議
・
研
究
大
会
開
催 

４９

― 
全
国
子
ど
も
会
連
合
会
設
立　

周
年
記
念
式
典 
―

５０

▲ 開会式

▲ 汐見先生基調講演

表彰式
全体会群馬県子連取組発表

（郷土芸能、文化の保存と推進八木節発表）

県
子
連
副
会
長　

小　

出　
　

勇 
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平
成　

年
度
第　

回
関
東
甲
信
越
静
地
区
子
ど
も
会
育
成
研
究
協
議
会
開
催

27

48

長
野
県
子
連
副
会
長　

宮　

林　

孝　

子 

　
　

月　

～　

日
、
第　

回
関
東
甲
信
越
静
地

10

18

19

48

区
子
ど
も
会
育
成
研
究
協
議
会
が
群
馬
県
渋
川

市
で
開
催
さ
れ
、
長
野
県
か
ら　

名
が
参
加
し

13

ま
し
た
。

　

開
会
式
後
の
合
同
部
会
協
議
で
、「
子
ど
も

た
ち
の
た
め
の
子
ど
も
会
活
動
の
充
実
・
発
展

に
向
け
て
、
育
成
会
活
動
の
原
点
に
戻
ろ
う
」

の
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
五
つ
の
部
会
に

参
加
者
が
分
散
し
て
ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
方
式

で
討
議
し
ま
し
た
。

　

各
分
科
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
グ
ル
ー
プ
分
け

し
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
意
見
交
換
や
一
定
時
間

で
メ
ン
バ
ー
を
変
え
な
が
ら
同
様
の
事
を
数
回

し
ま
し
た
。

　

私
は
第
四
部
会
「
連
合
組
織
と
し
て
の
都
道

府
県
・
市
町
村
の
連
合
育
成
会
の
パ
イ
プ
を
ど

う
太
く
す
る
か
」
に
参
加
し
、
積
極
的
な
参
画

を
促
す
会
議
法
で
他
人
の
意
見
か
ら
多
く
の
ア

イ
デ
ア
を
得
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
全
体
会
で
各
部
の
講
師
の
先
生

か
ら
各
部
会
で
討
議
さ
れ
た
内
容
に
コ
メ
ン
ト

を
添
え
て
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
話
し
な
が
ら

書
き
込
ん
だ
摸
造
紙
は
会
場
内
に
掲
示
さ
れ
、

他
の
部
会
の
様
子
も
知
る
こ
と
が
で
き
、
有
意

義
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
会
は
次
年
度
開
催
県
、
茨
城
県
子
連
中
川

輝
夫
理
事
長
の
挨
拶
で
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

開会式

分科会の様子

　

平
成　

年
度
指
導
者
講
習
会

２７南佐
久
地
域
で
開
催
さ
れ
る　

　

本
年
度
の
指
導
者
講
習
会
が
、
8
月　

日
22

（
土
）
小
海
町
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
地
域
は
、
過
去
に
お
い
て
も
県
子
連
の
行

事
等
が
行
わ
れ
た
経
緯
は
な
く
、
地
元
の
小
海

町
、
佐
久
穂
町
の
皆
さ
ん
の
熱
意
に
よ
っ
て
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

終
了
後
、
参
加
者
の
感
想
を
伺
っ
て
み
る
と

「
こ
ん
な
催
し
を
、
も
っ
と
早
く
体
験
し
て
み

た
か
っ
た
」、「
早
速
、
地
元
で
の
活
動
に
生
か

し
た
い
」
等
で
あ
り
、
よ
り
き
め
細
か
な
活
動

を
今
後
も
続
け
て
い
く
必
要
性
を
強
く
感
じ
た

と
こ
ろ
で
す
。

竿 管潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅潅頑
顔

眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼

関
ブ
ロ
地
区
Ｊ
・
Ｌ
大
会
に
参
加
し
て

　
　
　

長
野
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

西 
沢 
紗
緒
里 

　

昨
年
の
神
奈
川
大
会
に
続
き
、
今
年
度
は
9

月　

日
～　

日
の
日
程
で
静
岡
県
の
朝
霧
高
原

20

22

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
静
岡
大
会
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

静
岡
大
会
の
テ
ー
マ
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
」
と
の
こ
と
。
大
会
前
の
事
前
学
習
で
の

イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、
昨
年
の
神
奈
川
大
会
と
さ

ほ
ど
変
わ
ら
な
い
の
か
な
、
と
い
う
感
覚
で
大

会
当
日
を
迎
え
ま
し
た
が
、
一
味
ち
が
う
も
の

で
し
た
。
な
か
で
も
、
普
段
交
流
の
機
会
が
あ

ま
り
な
い
、
子
ど
も
と
大
人
と
の
交
流
を
図
る

「
取
材
」
と
い
う
企
画
が
随
所
に
設
け
ら
れ
て

お
り
、
印
象
的
で
し
た
。

　

取
材
は
子
ど
も
た
ち
が
記
者
と
し
て
、
大
人

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
す
る
形
式
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
指
導
者
に
体
験
談
や
ア

ド
バ
イ
ス
を
尋
ね
、
育
成
者
へ
は
要
望
な
ど
を

相
談
し
て
い
ま
し
た
。
取
材
を
通
し
、
大
人
は

実
際
に
活
動
す
る
子
ど
も
た
ち
の
本
音
が
聞
け

る
貴
重
な
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
、
様
々
な
子
ど
も
た
ち
の
考
え
や

意
見
が
聞
け
、
大
人
も
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
で
き

た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
今
後
に

生
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

関プロ地区JL大会

指導者講習会
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ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー

第
二
回
研
修
開
催

　

九
月
五
日
～
六
日
（
土
～
日
）
の
日
程
で
今

年
度
も
国
立
信
州
高
遠
青
少
年
自
然
の
家
に
お

い
て
、
総
勢　

名
の
参
加
者
を
得
て
第
二
回
研

41

修
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
は
一
般
参
加
者
が
少
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
役
員
を
は
じ
め
地
方
・
市
町
村
の
協
力
に

よ
り
大
勢
の
リ
ー
ダ
ー
の
参
加
が
あ
り
、
充
実

し
た
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　

以
下
は
、
全
体
を
通
し
た
総
評
で
す
。 （
抜
粋
）

・
参
加
者
が
多
く
ス
タ
ッ
フ
も
気
を
抜
か
ず
、

二
日
間
を
過
ご
せ
成
功
で
あ
っ
た
と
思
う
。

良
か
っ
た
。

・
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
、
始
め
は
ぎ
こ
ち
な
か

っ
た
が
会
を
重
ね
る
に
つ
れ
団
結
心
が
高
ま

り
、
係
同
士
の
協
力
が
成
功
に
導
い
た
。

・
常
に
参
加
者
の
こ
と
を
考
え
た
ス
タ
ッ
フ
の

行
動
は
、
地
元
で
の
活
動
・
普
段
の
生
活
の

中
で
発
揮
で
き
る
宝
物
で
す
。
本
当
に
ご
苦

労
様
で
し
た
。

姥 厩嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘

enjoy!　〜絆の架け橋〜

レク
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▲ 思い出作り 野外炊飯 

▲

ウォークラリー
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Ｋ
Ｙ
Ｔ
指
導
者
養
成
講
習
会
を
終
え
て

　
　
　
　
　
　
　

安
曇
野
市
子
連
会
長

山　

田　

賢　

一 

　
　

月　

日
～　

日
の
二
日
間
、
群
馬
県
青
少

11

21

22

年
会
館
を
会
場
に
、
関
東
甲
信
越
静
地
区
の
子

ど
も
会
Ｋ
Ｙ
Ｔ
中
級
指
導
者
養
成
講
習
会
が

開
催
さ
れ
、
長
野
県
か
ら
の
3
名
を
含
め　

名
46

が
受
講
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
全
子
連
事
務
局
長
の
杉
浦
隆
氏
で
、

全
国
の
内
実
を
十
分
に
網
羅
し
熟
知
さ
れ
て
お

り
、
実
に
適
切
で
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。

　

講
義
内
容
に
触
れ
ま
す
と
、
杉
浦
氏
は
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
役
に
徹
し
、
グ
ル
ー
プ
活
動
を

中
心
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
能
動
的
学

習
）
形
式
で
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
ロ
ー
ル
プ

レ
ー
の
連
続
で
あ
り
、
居
眠
り
を
し
て
い
る
余

裕
は
な
く
、
個
々
人
が
主
体
的
・
自
発
的
に
取

組
ま
ざ
る
を
得
な
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
あ
り
ま

し
た
。

　

一
例
を
挙
げ
ま
す
と
受
講
者
一
人
ひ
と
り
が

講
師
に
な
っ
た
時
を
仮
定
し
て
の
「
Ｋ
Ｙ
Ｔ
四

ス
テ
ッ
プ
」
の
講
義
案
を
作
り
、
グ
ル
ー
プ
の

構
成
員
そ
れ
ぞ
れ
が
講
師
に
な
り
実
践
活
動
を

行
う
と
い
う
も
の
で
し
た
。　

　

全
日
程
の
全
て
が
、
自
分
自
身
の
プ
ラ
ス
と

な
り
、
特
に
印
象
深
い
の
は
次
の
三
点
で
す
。

①　
 
子
ど
も
の
目
線
に
立
っ
て
具
体
的
呼
び
か

け
を
す
る
こ
と
。
例
え
ば
「
気
を
つ
け
ろ
」

と
言
う
だ
け
で
な
く
「
雨
の
後
で
滑
り
や
す

い
か
ら
無
理
す
る
な
」
と
い
う
表
現
。

②　
 
冒
険
へ
の
挑
戦
を
さ
せ
る
時
に
は
個
人
差
、

性
差
、
発
達
段
階
を
精
神
的
な
面
か
ら
も
考

慮
し
て
子
ど
も
に
接
し
て
い
く
こ
と
。

③　

諸
活
動
の
前
に
短
時
間
で
簡
単
に
で
き
る

「
五
分
間
Ｋ
Ｙ
Ｔ
」
実
施
の
取
り
組
み
の
必

要
性
。

　

結
び
に
、
子
ど
も
会
活
動
で
は
、
活
動
そ
の

も
の
に
喜
び
を
感
じ
、
そ
の
活
動
を
通
し
て
日

常
生
活
を
豊
か
に
し
て
い
く
こ
と
。
と
同
時
に
、

活
動
を
通
じ
て
安
全
に
対
す
る
態
度
・
知
識
・

技
術
を
し
っ
か
り
身
に
つ
け
て
い
っ
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

H27.11/21～11/22　関ブロ地区
子ども会KYT中級指導者養成講習会
（ 群馬県青少年会館にて ）
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⑷　

全国子ども会 安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安 全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全 共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共 済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済 会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会 に

加入しましょう！

子ども会の皆さん

７０円（１０月１日以降加入の場合６０円）
券
犬
鹸

平成２８年度の手続きでご注意いただきたいこと
１．様式について
　１　項目追加（対象様式：加入－１１、加入－１２）

就学前３年以下の幼児の“保護者・祖父母又は親族”（以下、保護者等）を容易に判断できるよう、保護者等の
確認番号を記入する欄（名称＝同伴保護者№）を追加しますので必ずご記入ください。

　２　表記変更（対象様式：加入－１１、加入－１２、加入－１３）
　　　「学区・地区子ども会名」と表記されている個所を、「学区・地区名」に変更します。
　
２．平成２７年度以前の様式の利用について

　平成２７年度様式は、平成２８年度でも問題なく利用可能です。（就学前３年以下の幼児についての同伴保護者№は
空欄に要記載）なお、請求関係の様式は（審査対応もあり）極力平成２７年度以降の様式をお使いください。

　
３．平成２８年度も継続して加入するために（平成２８年４月１日０時からの加入について）

　３月中にご契約(市町村・地区子連代表者)申し込みください。３月中にご契約いただきますと、長野県子連への
加入時費用振込および名簿の提出は５月末日(５月３１日着金)までお待ちできます。

　

日
本
の
上
空
を
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が

何
度
も
通
過
し
、
天
文
フ
ァ
ン
を
沸
か
せ
ま
し

た
。

　

川
上
村
出
身
の
油
井
さ
ん
も
五
ヶ
月
の
任
務

を
終
え
無
事
帰
還
。
県
内
の
子
ど
も
た
ち
に
も

多
く
の
夢
を
く
だ
さ
り
、
感
謝
で
す
。 （
Ｋ
・
Ｎ
）

平
成　

年
度
の
主
な
事
業

28

○
通
常
総
会　

５
月　

日
（
土
・
午
前
）

28

　

会
場　
 
長
野
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
会
館

○
県
育
成
研
究
協
議
会　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

５
月　

日
（
土
・
午
後
）

28

　

会
場　
 
長
野
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
会
館

○
県
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー

　

第
１
回
研
修　

未　

定

　

第
２
回
研
修 
９
月
３
～
４
日
（
土
～
日
）

　

会
場　

国
立
信
州
高
遠
青
少
年
自
然
の
家

○
県
指
導
者
講
習
会
（
日
時　

未
定
）

　

会
場　

中
信
会
場　

他
一
ヵ
所

○
K
Y
T
指
導
者
講
習
会
（
日
時 
未
定
）

　

会
場　

北
信
会
場　

他
一
ヵ
所

○
関
ブ
ロ
地
区
育
成
研
究
協
議
会

　
　
　
　
　
　

月
２
～
３
日
（
日
・
月
）

10

　

会
場　

ホ
テ
ル
レ
イ
ク
ビ
ュ
ー
水
戸

（
茨
城
県
水
戸
市
）

○
全
国
子
ど
も
会
育
成
中
央
会
議
・
研
究
大
会

平
成　

年
２
月　

～　

日
（
金
～
日
）

29

17

19

　

会
場　

久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

（
福
岡
県
久
留
米
市
）

お　

知　

ら　

せ

編

集

後

記

平成28年度から全国子ども会安全共済会長野県の加入時費用の金額が変わります。
　平成27年度長野県子ども会育成連絡協議会通常総会にて、長野県子連運営費値上げを皆様にご承認いただきましたので、
平成28年度から加入時費用が下記のように変わります。
　
・ご契約いただいた市町村 （地区） 子ども会連合組織に、単位子ども会ごとまとめてお申込みください。
・単位子ども会、市町村(地区)子連、長野県子ども会育成連絡協議会に所属する者が、次の加入時費用を納めることが
必要です。

　
☆ 平成28年度加入時費用（1人）・・・150円（10月1日以降加入の場合・・140円）
　
（内訳）全国子ども会安全共済掛金・・・50円（10月1日以降加入の場合・・・40円）
　　　　全国子ども会連合会運営費・・・20円（子ども会賠償責任保険料を含む）　　　 　　　　　　
　　　　長野県子ども会育成連絡協議会運営費・・・80円
　　　　（各種事業、安全教育、共済金請求事務、事前審査、名簿管理等の費用として）


